
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１１８号 （令和５年７月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆３泊４日の北海道旅行。熊の気配を感じながら・・・。◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、５月の連休に妻と２人で３泊４日の北海道旅行に行って 

きました。行き先を北海道にしたのは、妻がこれまで行ったことがなかったから。今

回、北海道のいろんなところに行こうと、また、安く予約をすることができたトマムの

ホテル（星野リゾート トマム ザ・タワー）を拠点に各地を巡りました。 

１日目、羽田空港を朝８時初の飛行機に乗って新千歳空港へ。羽田は雨だった

のですが北海道は晴天。レンタカーを借りて札幌の時計台や大通公園、小樽の運

河や駅を観光し、北海道の中央付近にあるトマムのホテルにチェックインしました。 

２日目、旭川、美瑛方面を回りました。妻がどうしても旭山動物園に行きたいと。

私は動物園があまり好きではなく、嫌々だったのですが、ペンギンやアザラシを見て

いると意外とおもしろく、かわいくて、私のほうが大いに楽しんでしまいました。 

その後、旭川市内の観光庭園である上野ファームへ。そこには射的山といって、

その昔、屯田兵が鉄砲を撃つ練習をしていた山がありました。 

上野ファームからトマムに戻る途中、美瑛にケンとメリーの木があるとのことで見

に行ってきました。覚えている方はいらっしゃいますでしょうか？４０数年前、スカイ

ラインのコマーシャルに出ていたあのケンとメリーのポプラの木です。そのポプラの

木をこの目で見たときは、とても感動してしまいました。 

ちょっと遅くなってしまい、夜１０時過ぎにトマムに戻ることになり、途中、樹海の間 

を通るのですが真っ暗闇の中を運転していると、途中で鹿の親子

に遭遇。こちらがライトをあてても全然逃げず、すごいなぁと感動し

つつ、これが熊だったら終わりだったな……と、そんなことも思いな

がらホテルに戻って２日目が終了。 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） ３日目、道東にある湖へ。阿寒湖、屈斜路湖、摩周湖です。かつて私は

社会人２年目のときに、夏のボーナスを全部使って北海道旅行をしたことがあり、

そのときに見た湖が忘れられず、ぜひ妻に見せてやりたいと思い行きました。 

湖と硫黄山を見てから南下し、釧路湿原へ。釧路湿原の細岡展望台を目指すこ

とにしたのですが、ロープが張ってあり物々しい雰囲気です。よく見てみると前日に

熊が出たとのこと……。ただ、せっかくだからと展望台を目指して登っていったので

すが、周りの観光客は皆、リュックサックに熊よけの鈴を付けています。私は地元

の方に「熊よけの鈴はどこに売っていますか？」と聞いたのですが、「あんなもんつ

けてたら、逆に熊が喜んで寄ってくるよ」と言われ、購入を諦めました。 

最終日は、時期ではないのですが妻の希望で中富良野町にありますラベンダー

で有名なファーム富田に行き、その後、まだ雪が残っている十勝岳へ。十勝岳では

スキーをやっている人もいたのですが、やはり、熊よけの鈴を付けておりました。 

その後、美瑛の白銀青い池、あとは昔テレビで嵐の二宮君のやっていた陶器を

作るドラマの舞台になった皆空窯にも行き、新千歳空港に戻りました。 

４日間、一人で運転し続けたその走行距離は１５８０㎞。夜８時半発の飛行機に

乗って羽田空港に戻り、そこからリムジンバスで家の近くまで帰り、タクシーに乗っ

て自宅に到着したのが深夜０時半。４日間、予定を詰め込みすぎて本当に疲れまし

たが、それでもとっても内容の濃い、充実した北海道旅行となりました。 

◆発行者コラム◆ 

北海道での４日間、運良くずっと晴天が続き、海、山、川、大地、湿原に樹海とそ

の全ての自然を大いに満喫できました。また、ちょうど桜も満開で、さらに食べ物も

美味しく、この上ない旅行となり、妻から初めて感謝されました。これで当面の間は

優しく扱ってもらえそうです。大森 

大森 米山 


